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T&D保険グループ決算の概況

１．契約業績
保有契約高は60兆7,469億円、前年度末から0.3％の増加。過去最高を更新。

保有契約年換算保険料は1兆4,748億円、前年度末から0.4％の増加。第三分野新契約年換算保険料は、前年同
期から13.0％の増加。

２．グループ連結損益
四半期純利益※は249億円、前年同期から16.5％の増加。これは主に、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命において、外国為

替連動型の一時払終身保険の損益が豪ドル金利低下に伴い改善したことによる。替連動型 時払終身保険 損 豪 利低下 伴 改善 る。

※ 親会社株主に帰属する四半期純利益

３．Group MCEV
生命保険会社の企業価値を評価する指標の一つである市場整合的エンベディッド・バリュー（ＭＣＥＶ）は、事業活

動によるＭＣＥＶが増加した一方で、金利低下をはじめとする経済変動および経済的前提変更の影響等により前
年度末から3,981億円の減少。

４．通期業績予想
通期業績予想の修正はありません。
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T&D保険グループ決算の概況（契約業績：個人保険・個人年金保険）
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 保有契約高は60兆7,469億円、前年度末から0.3％の増加。過去最高を更新。

＊ 大同生命の「Ｊタイプ（無配当重大疾病保障保険）」の重大疾病保険金額、「Ｔタイプ（無配当就業障がい保障保険）」の就業障がい保険金額および「介護
リリーフ（無配当終身介護保障保険）」の介護保険金額を加算した保有契約高は3社合算で63兆3 213億円 前年度末から0 5％の増加 同基準での新

 新契約高は1兆6,418億円、前年同期から0.1％の減少。これは主に、金利低下により一時払商品の一部を販売抑制・休止した一方
で、主力商品の販売が堅調に推移したことによる。
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リリーフ（無配当終身介護保障保険）」の介護保険金額を加算した保有契約高は3社合算で63兆3,213億円、前年度末から0.5％の増加。同基準での新
契約高は3社合算で1兆8,396億円、前年同期から0.3％の増加。



T&D保険グループ決算の概況（契約業績：個人保険・個人年金保険）
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 保有契約年換算保険料は1兆4 748億円 前年度末から0 4％の増加 うち医療保障 生前給付保障等の第三分野保有契約年換算
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 保有契約年換算保険料は1兆4,748億円、前年度末から0.4％の増加。うち医療保障・生前給付保障等の第三分野保有契約年換算
保険料は、1,828億円、前年度末から2.1％の増加。

 新契約年換算保険料のうち第三分野は、分割払の医療・介護系商品の販売増加により77億円、前年同期から13.0％の増加。



T&D保険グループ決算の概況（連結損益）

経常収益 経常利益

（単位：億円）

当第１四半期累計 前年同期比

△ 705

Ｔ＆Ｄホールディングス連結
親会社株主に帰属する四半期純利益
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(△ 14.0%)
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 経常収益は4,882億円、前年同期から12.6％の減少。これは主に、金利低下に伴う一時
払商品の一部販売抑制・休止や団体年金保険の保険料等収入が減少したことによる

8
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(△ 98.1%)
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187うちその他経常費用

80
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払商品の一部販売抑制・休止や団体年金保険の保険料等収入が減少したことによる。

 親会社株主に帰属する四半期純利益は249億円、前年同期から16.5％の増加。これは
主に、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命において、外国為替連動型の一時払終身保険の損益が
豪ドル金利低下に伴い改善したことによる。
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（△戻入額）
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豪ドル金利低下 伴 改善した よる。
(+16.5%)249四半期純利益

＊ 保険料等収入の3社合算は3,773億円（前年同期比
△12.5%）です。



T&D保険グループ決算の概況（市場整合的エンベディッド・バリュー：MCEV[概算値]）

Ｇｒｏｕｐ MCEV 増減要因

20,000

（億円）

20,000

資本の増減

△334

経済変動および
経済的前提変更の影響等

△4,292

18,93718,937

22,980
（億円）

事業活動による
ＭＣＥＶの増減

14,955 14,955

10,000 10,000
ＭＣＥＶの増減

＋645

0

H27/3 H28/3 H28/6

＊ 生命保険会社の企業価値を評価する指標の一つ「ＥＶ（エンベディッド・バリュー）」は、「貸借対照表の純資産に、価格変動準備金・危険準備金等の内部

0
H28/3 H28/6

留保、時価評価されていない資産の含み損益等を加えた純資産価値」と「現時点で保有している契約から将来見込まれる利益の現在価値」を合計したも
のです。

 Group MCEVは1兆4,955億円、前年度末から3,981億円の減少。株主配当・自己株式の取得による減少額が334億円、事業活
動による増加額が645億円。一方で、金利低下をはじめとする経済変動および経済的前提変更の影響等による減少額が4,292億円。
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＊ 四半期の数値は、一部簡易な計算前提等を用いて計算し、第三者の検証を受けていない概算値となります。



【中核生保の主要ポイントと状況（太陽生命）】

（億円）

保障性新契約年換算保険料※ 保障性保有契約年換算保険料※

（億円）

 時代の変化を先取りした商品を開発、対面サービスを強化。保障性商品を拡販。

50

51
56

（億円）

1,500

1,498 1,5291,512

43

（億円）

500

1,000

0

H26/6 H27/6 H28/6
0

H27/3 H28/3 H28/6

 保障性新契約年換算保険料※は 医療・介護系商品の販売好調による第三分野新契約年換算保険料の増加等により56億円 前 保障性新契約年換算保険料※は、医療・介護系商品の販売好調による第三分野新契約年換算保険料の増加等により56億円、前
年同期から9.7％の増加。

 保障性保有契約年換算保険料※は、過去販売した商品の満期による減少がある中で、新契約業績の好調により1,529億円、前年
度末から1.1％の増加。

※ 保障性年換算保険料（太陽生命独自の指標）とは、年換算保険料のうち主に貯蓄系商品を除いた保険料の合計です。
※ 保障性年換算保険料の伸展は「ＥＶの伸展」に大きく寄与するため、太陽生命が契約業績の中で重視する指標としています。

・平成28年3月に「ひまわり認知症治療保険」と「認知症治療保険」を発売。販売4ヵ月で約7万件のご契約をいただいており、契約業績
（特に保障性年換算保険料の伸展）に大きく寄与。
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・平成28年4月に「かけつけ隊サービス※」を開始し、ご利用件数は約3ヵ月間で5,000件を超過。
※シニアのお客さまが安心、便利に給付のお手続きができるよう、専門知識のある内務員が直接お客さまやご家族のもとへ訪問し、お手続きサポートを行う

サービス。



【中核生保の主要ポイントと状況（大同生命）】

新契約高 保有契約高

（億円）（億円）

 引き続き主力の個人定期保険および就業不能保障（Ｊ・Ｔタイプ・介護商品（収入・介護リリーフ））の販売が好調。
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300,000
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0
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 新契約高※は、1兆1,072億円、前年同期から3.7％の増加。これは主に、主力の個人定期保険や就業不能保障の販売が好調なこと
による。また、新契約高における就業不能保障の占率は19.4％となり、前年同期から1.4ポイント増加。

 保有契約高※は39兆4,937億円、前年度末から0.7％の増加。

※ 個人保険・個人年金保険の契約高に、死亡保障がないＪタイプ（無配当重大疾病保障保険）の重大疾病保険金額、Ｔタイプ（無配当就業障がい保障保険）
の就業障がい保険金額、介護リリーフ（無配当終身介護保障保険）の介護保険金額を加算した金額ベース。

・企業に必要な保障（標準保障額）に基づいて、死亡保障（定期保険等）に加え、就業不能保障（Ｊタイプ・Ｔタイプ等）を含めた「トータ
ルな保障のご提案活動」を推進。また、経営者の個人保障として介護保障商品（収入リリーフ・介護リリーフ）の推進を強化。
結 新契約高 前年 期を 業績 想 進捗 保有契約高 前年度末 純増 な契約業績
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結果、新契約高は前年同期を上回り、業績予想に対して順調に進捗。保有契約高は前年度末から純増し、好調な契約業績。

・引き続き、中小企業経営者のニーズにお応えできるよう、企業に必要な保障（標準保障額）に基づく死亡・就業不能時のリスク対策
としてトータルな保障の提案活動に取組む。



【中核生保の主要ポイントと状況（Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命）】

新契約高 保有契約高

 平準払商品の新契約高が増加。8月より平準払商品（2商品）をリニューアル。

（億円）（億 ）

7,151 6,521 6,39715,000

500

665

396

622
（億円）（億円） 17,90918,064 18,087

10,913 11,565 11,512
5,000

10,000
628

467

169 一時払商品 金融機関・

来店型保険ショップ等

（ ）内は変額個人年金保険

(1,693 )(1,875 )
(3,105 )

0

H27/3 H28/3 H28/6

37

154
226

0

H26/6 H27/6 H28/6

平準払商品

 新契約高は、一時払終身保険の一部販売休止により前年同期を下回ったが、平準払商品の販売が好調に推移し、平準払商品の
新契約高は前年同期から46.1％増加。

 保有契約高は1兆7,909億円、前年度末から1.0％の減少。これは主に、変額個人年金保険の保有契約高の減少による。

 市場整合的エンベディッド・バリュー（ＭＣＥＶ）［概算値］は、949億円と前年度末から14億円の増加。

・平準払商品「家計にやさしい収入保障」の販売が好調に推移し、同商品の新契約高は前年同期から26.3％増加。

・平成28年8月より平準払商品「家計にやさしい収入保障」、「働くあなたにやさしい保険」の2商品について、取扱範囲の拡大や給付
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要件を平明化するリニューアルを実施。

・引き続き、「商品」「チャネル」の複線化を着実に推進。



参考データ（契約業績：個人保険・個人年金保険）

（単位：億円）

当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命３社合算

+58 △ 7 +72 △ 6

(+0.4%) (△ 0.1%) (+1.0%) (△ 0.6%)

+36 +18 +19 △ 0

(+2.1%) (+1.8%) (+2.5%) (△ 2.1%)

+1 646 +530 +1 293 △ 177

保有契約年換算保険料 14,748 6,456 7,129 1,161

27780

保有契約高 607 469

1,0201,828うち第三分野

（単位：億円）

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命３社合算

+1,646 +530 +1,293 △ 177
(+0.3%) (+0.2%) (+0.4%) (△ 1.0%)

220,365 369,194 17,909保有契約高 607,469

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

△ 2 +13 +8 △ 24

(△ 0.9%) (+12.7%) (+4.3%) (△ 57.2%)

+8 +6 +1 +0

(+13.0%) (+18.5%) (+6.2%) (+68.0%)

△ 13 △ 119 +332 △ 225

( ) ( ) ( ) ( )

77

16 418

18

0

6 927 9 095 396

うち第三分野

新契約高

新契約年換算保険料 335 115 202

3344

(△ 0.1%) (△ 1.7%) (+3.8%) (△ 36.3%)16,418 6,927 9,095 396新契約高

＊ 新契約には、転換による純増加を含んでおります。

（単位：億円）
T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命３社合算

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

△ 118 +45 △ 109 △ 54

(△ 1.2%) (+1.4%) (△ 1.8%) (△ 29.5%)

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命３社合算

0.03ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 0.05ﾎﾟｲﾝﾄ低下 0.30ﾎﾟｲﾝﾄ低下 

3,306 6,009 130

解約失効率 1.50% 1.63% 0.72%

解約失効高 9,445

9

＊ 解約失効率は、年換算しておりません。



参考データ（損益関係）

（単位：億円）

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

△ 705 △ 545 +49 △ 98

(△ 12.6%) (△ 19.9%) (+2.1%) (△ 15.2%)

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命Ｔ＆Ｄホールディングス連結 太陽生命

551

大同生命

4,882 2,200経常収益 2,367

△ 536 △ 319 +53 △ 272

(△ 12.4%) (△ 15.9%) (+3.0%) (△ 55.9%)

△ 111 △ 59 +2 △ 25

(△ 10.8%) (△ 10.9%) (+0.6%) (△ 38.2%)

△ 83 △ 55 △ 29 +1

(△ 11.9%) (△ 15.5%) (△ 8.8%) (+6.6%)

214

41

3,782

920

1,689

18

うち保険料等収入

うち資産運用収益

617 302 301

1,869

431484

うち
利息及び配当金等収入

△ 57 △ 167 △ 7 +199

(△ 24.2%) (△ 86.6%) (△ 9.9%) (+208.6%)

△ 722 △ 532 +69 △ 148

(△ 14.0%) (△ 20.9%) (+3.3%) (△ 23.0%)

△ 811 △ 535 △ 46 △ 230

(△ 20.4%) (△ 25.0%) (△ 3.7%) (△ 39.9%)

△ 17 31 32 △ 0

2,152

うちその他経常収益 66 295179

4,427

3,168

25

2,014

1,603

経常費用 497

347うち保険金等支払金 1,213

△ 17 +31 +32 △ 0

(△ 7.3%) (+78,046.2%) (+7.7%) (△ 8.0%)

+102 △ 43 +85 +89

(+41.5%) (△ 33.3%) (+94.9%) (+297.7%)

+8 +8 +0 △ 1

(+5.0%) (+9.2%) (+0.4%) (△ 30.4%)

+16 △ 13 △ 20 +49

225 31 0うち責任準備金等繰入額

187 96

459

48 3

350 87 174 119うち資産運用費用

うちその他経常費用

+16 △ 13 △ 20 +49

(+3.8%) (△ 6.8%) (△ 8.6%) (+1,183.4%)

△ 0 - △ 132 -

(△ 98.1%) - - -

+24 △ 3 +26 △ 0

(+42.8%) (△ 7.1%) (+341.2%) (△ 15.9%)

△ 5 △ 2 △ 2 △ 0契約者配当準備金繰入額

185 214 53

-

80

75

33 0

454

31 △ 044

経常利益

特別利益

特別損失 46

0 - -

△ 5 △ 2 △ 2 △ 0

(△ 6.2%) (△ 5.2%) (△ 7.5%) (+82.5%)

△ 38 △ 9 △ 76 +11

(△ 44.3%) (△ 31.3%) (△ 83.9%) (+1,275.6%)

+35 +1 △ 98 +38

(+16.5%) (+2.6%) (△ 42.4%) (+1,421.5%)

法人税等合計

親会社株主に帰属する
四半期純利益

契約者配当準備金繰入額
（△戻入額） 75

40

14 12

31 △ 0

48

249

44

20

74 134

＊１ T&Dホールディングス連結の数値については 生命保険会社3社の合算とは必ずしも一致いたしません。
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＊１ T&Dホ ルディングス連結の数値については、生命保険会社3社の合算とは必ずしも 致いたしません。
＊２ 保険料等収入の3社合算は3,773億円（前年同期比△12.5%）です。
＊３ 特別損失（80億円）のうち、70億円は価格変動準備金への繰入（太陽生命：44億円、大同生命：25億円、TDF生命：0億円）です。
＊４ 親会社株主に帰属する四半期純利益の生命保険会社3社欄の数値は、四半期純利益を記載しております。



参考データ（その他の指標等）

（単位：億円）

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命３社合算

 基礎利益と順ざや額

当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

+34 △ 52 △ 18 +105

(+8.6%) (△ 39.9%) (△ 7.2%) (+776.9%)

△ 77 △ 45 △ 32 +0

- - (△ 52.0%) (△ 1.3%)
△ 7

基礎利益

順ざや額（△逆ざや額）※

436

△ 1

78

△ 24 30

238 119

※ 当第1四半期は1億円の逆ざやとなりましたが、概ね計画に沿った結果であり、通期では順ざやとなる見通しです。第1四半期は株式配当収入が

 ソルベンシー・マージン比率と実質純資産

※ 当第1四半期は1億円の逆ざやとなりましたが、概ね計画に沿った結果であり、通期では順ざやとなる見通しです。第1四半期は株式配当収入が

少ないことに加え、円高等により外国債券等の利息及び配当金等収入が減少したことが要因です。

当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比

ソルベンシー・マージン比率 951.4% 60.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 1,412.0% 70.1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 1,472.7% 212.0ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

連結ソルベンシー・マージン比率 1 230 2% 74 4ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 960 6% 62 1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 1 421 1% 71 1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

T&Dホールディングス 太陽生命 大同生命 T&Dフィナンシャル生命

連結ソルベンシ マ ジン比率 1,230.2% 74.4ﾎ ｲﾝﾄ上昇 960.6% 62.1ﾎ ｲﾝﾄ上昇 1,421.1% 71.1ﾎ ｲﾝﾄ上昇

＊ Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命は、子会社等がないため、連結ソルベンシー･マージン比率を表示しておりません。

（単位：億円）
T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命T&Dホールディングス連結

当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比

実質純資産 30,782 +1,505 12,968 +456 14,846 +484 2,750 +466
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参考データ（その他の指標等）

（単位：億円）

当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比

大同生命 T&Dフィナンシャル生命３社合算 太陽生命

 有価証券等の差損益（一般勘定）

有価証券の差損益 17,357 +1,703 8,637 +545 6,897 +704 1,822 +453

うち公社債 12,300 +2,368 6,273 +1,223 4,914 +909 1,112 +234

うち株式 2,352 △ 597 1,079 △ 422 1,272 △ 175 - -

うち外国証券 1,831 △ 196 1,213 △ 235 595 +25 22 +13

土地等の差損益 444 +0 151 △ 3 292 +4 - -

＊１ 有価証券の差損益は、有価証券のうち時価のあるものを記載しております。
＊２ 土地等の差損益は 原則として鑑定評価額（重要性の低い物件等については公示価格等）をもとに算出しております＊２ 土地等の差損益は、原則として鑑定評価額（重要性の低い物件等については公示価格等）をもとに算出しております。

（単位：億円）

T&Ｄ保険グル プ全体

 市場整合的エンベディッド・バリュー（ＭＣＥＶ）［概算値］
＊ 四半期の数値は、一部簡易な計算前提等を用いて計算し、第三者の検証を受けていない概算値となります。

当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比 当第１四半期末 前年度末比

ＭＣＥＶ 14,955 △ 3,981 6,203 △ 1,054 7,740 △ 3,039 949 +14

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命
T&Ｄ保険グループ全体

（Ｇｒｏｕｐ　ＭＣＥＶ）

は「生命保険事業 ( 兆 億円) と「生命保険 外 事業に係る純資産( 億円) 合計額 す

（単位：億円）

当第 半期累計 前年同期比 第 前 第 前 第 前

T&Dフィナンシャル生命大同生命太陽生命
T&Ｄ保険グループ全体

（３社合算）

＊ Group MCEVは「生命保険事業のMCEV(1兆4,690億円)」と「生命保険以外の事業に係る純資産(265億円)」の合計額です。
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当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比 当第１四半期累計 前年同期比

新契約価値 70 △ 211 47 △ 63 25 △ 127 △ 1 △ 20



平成29年3月期 通期業績予想

（単位：億円）

成 年 月期実績 成 年 月期予想

 Ｔ＆Ｄホールディングス連結

平成28年5月13日公表分から変更ありません。

平成28年3月期実績 平成29年3月期予想

経常収益 20,259 17,500 程度

経常利益 1,714 1,640 程度

親会社株主に帰属する
当期純利益

725 730 程度

平成28年3月期実績 平成29年3月期予想

なお、上記の前提となる生命保険会社3社（単体）の平成29年3月期の通期業績予想は次のとおりです。

1株当たり年間配当 30円 30円（うち中間配当15円）

（単位：億円）

太陽生命 大同生命 T&Dフィナンシャル生命

経常収益 8,000 程度 9,000 程度 1,700 程度

経常利益 740 程度 880 程度 10 程度

当期純利益 290 程度 430 程度 10 程度

連結 生命保険会社 社合計 差額 社 外 連結 会社な び 連結会社相 整等 るも す

13

＊ 連結と生命保険会社3社合計との差額は、3社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

※実際の業績は、今後様々な要因によって、上記業績予想と大きく異なることがあります。



（余 白）
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【お問合せ先】

株 式 会 社 Ｔ ＆ Ｄ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 広報部 川俣・勝呂 TEL 03-3272-6115

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 広報課 松島 TEL 03-3272-6406

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 広報課 平本 TEL 03-3272-6206

【お問合せ先】

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 広報課 平本 TEL 03 3272 6206

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 広報課 高橋 TEL 03-6745-6808


